「天文用語に関する私見」をよみて by 篠崎, 長之
Title「天文用語に關する私見」をよみて
Author(s)篠崎, 長之




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
298 天界　158
L天女用語に關する私見■をよみて
高　知　　篠　　崎　　長　　之
　學術語が一般に不統一鰍雑であるのは實に遺憾に耐へなv・，この時山本先
生が本義の日本語，iEしV・日本語を學術語にも活かしたいとの御希望を持た
れることに有して双手を摩げて贅論致します，しかし直直的に一語一語に就
いては先生と一致し難い所があります．
　Spectrum，　Typeなどはやはリスペルトル，タイプとするに幌成致します・
課語が多少拙であっても，長く使はれて馴れてみるものは却って便利である
から之を固執したいと存じます．どんなによい虚語を造って見た廣で學衛が
進歩するから，文字とその内容とは違って釣るのが普通です．其の時は文字
（叉は言葉）をそのまNにして，内容Pt　一一致する様に定義を攣へればよいと存
じます．そうした方が便利であらうと思ぴます．tの意味で“Nebula”は長
い間L星雲「とされて來たのだからやはりL星雲■のま曳にして置きL年忌■
としなv・方が通りがよVbと存じます．し星雲「を外の意味に用ぴると混爾しの虞
もあります，St翫r－Cloudに亡して何かよV・言語を與へれば此の問題は解決さ
れるのではなV・でせうか，絵うよいとは思ぴませんが隠りにし雲の檬に見え
る星■と意味でしくも星「としては如何でせうか，L星雲「はし星界の雲■とい
ふ意味であると見ればNebulaに少し近い意味を持つように思はれます・
　L攣光星「をL攣星「とする理由がよく解りませんが“V謡able”は確かに』光「
とV・ふ意を少しも含んではみませんが，寧ろVariableの次に光とか何とかい
ふものが省かれてみるものと解読した方がよv・のではないでせうか？L攣光
星「も馴れたのですから，其のま玉にして置く方がよからうと存じます．支那
で攣星といっても吾々はそれを考へるには及ばないと思ひます，」科學、はし化
學「と紛らはしいからし身障「がよいと思ひます．し攣星■も化學書によく見る
L攣成■とV・ふ語と導音が似てみるのは謡扇でございませう，L険石「も馴れた
ものですからL唄星「とするには富鉱出已ません，L唄石■はし石質唄石「で我慢
したv・と存じます．これが少し長過ぎるといふのでしたら他によい新語を作
ればよVbと存じます．それをせすに既に定って世に通用してみるものを破る
のはどうかと存じます．例へばL座標「とv・ふ語は痴り適言睾でないことは二一
者藤澤博士から直接拝辣したことがありますが，今適繹を造って爽表しても
却って通じ難V・ことにならないでせうか，言睾語の出來泥當座にあっては適i澤
なりや否やは多少問題となりませうが，’馴れて終へば同じではないでせう
か，それで多少無理があってもなるべく日本語で課語を作りたいと存じま
す1確かにLリウセ4「よりもし流れ星「の方が優ってゐます・
